
令和６年９月 第７６号隊友千葉だより

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金
10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

在
葉
部
隊
指
揮
官

ご
挨
拶

千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
自
衛
隊

の
活
動
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
支
処
が
所
在
す
る
木
更
津
分
屯
基
地
は
、
広
く

牧
歌
的
な
木
更
津
の
地
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
お
り
、

正
門
前
の
横
断
歩
道
を
、
毎
朝
礼
儀
正
し
く
渡
る
小

学
生
の
姿
は
穏
や
か
で
、
自
衛
隊
が
地
域
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

こ
の
地
は
、
か
つ
て
第
二
海
軍
航
空
廠
が
存
在
し
、

最
盛
期
に
は
外
地
派
遣
人
員
等
も
含
め
約
一
万
七
千

名
も
の
人
々
に
よ
っ
て
零
戦
を
含
む
多
く
の
海
軍
機

を
造
修
補
給
し
た
栄
え
あ
る
歴
史
を
有
し
て
お
り
、

我
が
国
初
の
国
産
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
あ
る
「
橘
花
」

（
ネ-

2
0

発
動
機
搭
載
）
の
初
飛
行
に
も
寄
与
し
た
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
の
遊
侠
の
地
が
、

に
わ
か
に
軍
需
産
業
の
地
と
な
り
、
そ
の
後
数
奇
な

運
命
を
辿
っ
て
現
在
へ
、
か
つ
て
の
面
影
は
広
い
敷

地
と
巨
大
な
倉
庫
を
残
す
の
み
で
す
が
、
国
を
守
る

精
神
は
今
な
お
我
々
の
心
の
中
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

当
支
処
は
、
航
空
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
必
要
な

需
品
等
を
供
給
し
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災

や
今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も
、
現
地

の
活
動
に
必
要
な
物
品
を
送
り
込
み
、
医
療
支
援
や

給
食
支
援
に
必
要
な
人
員
を
派
遣
す
る
等
の
活
動
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
の
台
風
十
五
号
及

び
十
八
号
に
よ
り
千
葉
県
が
甚
大
な
被
害
を
シ
ス
テ

ム
や
給
水
車
な
ど
の
運
用
拠
点
と
し
て
そ
の
機
能
を

発
揮
し
、
こ
の
他
、
二
〇
二
二
年
四
月
に
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
の
た
め
に
防
護
マ
ス
ク
や
防
護
服
な
ど
の

集
積
出
荷
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

近
年
、
国
内
外
に
お
い
て
は
、
様
々
な
領
域
に
お
け

る
新
た
な
脅
威
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
創
立

七
十
周
年
を
迎
え
た
我
々
航
空
自
衛
隊
は
、
国
の
守
り

を
盤
石
に
す
る
た
め
大
空
と
そ
の
先
に
あ
る
漆
黒
の
宇

宙
領
域
ま
で
活
動
範
囲
を
拡
げ
、
よ
り
強
く
、
よ
り
機

能
的
な
航
空
宇
宙
自
衛
隊
へ
進
化
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
当
支
処
も
「
平
時
の
備
え
が
戦
を
決

し
、
後
方
な
く
し
て
勝
利
な
し
」
と
の
後
方
魂
を
精
神

的
支
柱
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
自
衛
隊
の
部
隊
が

常
に
そ
の
能
力
を
最
大
発
揮
で
き
る
よ
う
、
運
用
に
先

行
し
即
応
で
き
る
後
方
支
援
態
勢
を
支
え
続
け
る
決
意

を
あ
ら
た
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
あ
っ
て
の
自
衛
隊
。
今
後
も
地
域
に
根
差
し
た

存
在
で
あ
り
続
け
、
目
に
見
え
る
形
で
国
民
の
負
託
に

応
え
て
安
心
と
安
全
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

隊
員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

航空自衛隊
第４補給処木更津支処長
兼 木更津分屯基地司令
１等空佐 今泉 雅博

【
寄
稿
】

支
部
長
の
交
代

副会長
青木 清治
（元空自）

千
葉
県
隊
友
会
に
は
三
十
四
個
支
部
が
あ
り
、
会
員
数
、

地
区
面
積
等
様
々
で
す
が
、
最
近
、
支
部
長
後
継
問
題
を
抱

え
た
支
部
が
目
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
支
部
長
経
験
か
ら
「
支
部
長
二
年
交
代
制
」
を

提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

ま
ず
は
木
更
津
支
部
の
役
員
組
織
の
説
明
か
ら
で
す
。
役

員
数
は
陸
海
空
会
員
各
七
名
の
計
二
十
一
名
で
、
内
訳
は
支

部
長
、
副
支
部
長
三
名
、
役
員
十
五
名
、
監
査
役
二
名
で
す
。

支
部
長
以
下
七
名
一
組
で
二
年
交
代
陸
海
空
持
ち
回
り
で
す
。

例
え
は
陸
役
員
が
支
部
長
の
場
合
、
海
空
役
員
は
監
査
役
各

一
名
を
出
し
、
事
務
局
は
副
支
部
長
以
下
六
名
陸
役
員
と
な

り
ま
す
。

役
員
会
は
毎
月
第
四
日
曜
日
に
、
役
員
二
十
一
名
中
七
、

八
割
の
役
員
が
集
ま
り
隊
友
新
聞
手
配
り
準
備
（
約
百
五
十

部
、
二
十
五
配
布
要
員
分
）
作
業
約
二
十
分
、
そ
の
後
一
枚

の
会
議
月
資
料
を
全
員
に
配
布
し
、
連
絡
調
整
事
項
の
会
議

を
支
部
長
が
取
り
仕
切
り
、
行
っ
て
い
ま
す
。

七
年
前
初
め
て
支
部
長
に
就
い
た
時
は
、
事
務
局
が
な
く
、

会
計
業
務
以
外
、
支
部
長
担
当
で
し
た
。
た
だ
、
二
年
の
期

限
付
き
だ
っ
た
の
で
、
我
慢
し
て
勤
め
ま
し
た
が
、
二
年
目

に
支
部
業
務
を
細
分
化
し
、
そ
の
実
施
要
領
案
を
作
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
支
部
長
就
任
中
の
細
部
資
料
を
パ
ソ
コ
ン
に

残
し
、U

S
B

で
申
し
送
る
と
と
も
に
各
副
支
部
長
に
もU

S
B

を
配
布
し
ま
し
た
。
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県
は
、
八
月
十
日
（
土
）

千
葉
市
民
会
館
に
お
い
て

「
令
和
六
年
度

理
事
役
会
・
前
期
支
部
長
会
議
」
を
開
催

し
た
。

会
議
前
段
は
、
千
葉
地
方
協
力
本
部
お
よ
び
陸
自
関
係
部

隊
か
ら
関
係
者
に
参
加
い
た
だ
き
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
お
よ

び
調
整
会
議
を
実
施
し
た
。

最
初
に
、
千
葉
地
方
協
力
本
部

募
集
課
長
に
よ
る
千
葉

地
本
に
お
け
る
募
集
状
況
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
受
け
、
厳

し
い
募
集
の
現
況
と
隊
友
会
会
員
に
依
頼
し
た
い
事
項
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

会
員
へ
の
依
頼
事
項
は
、
下
図
参
照
。

続
い
て
、
習
志
野
・
松
戸
・
下
志
津
・
木
更
津
駐
屯
地
の

厚
生
課
長
、
厚
生
班
長
、
活
動
支
援
専
門
官
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
陸
自
家
族
支
援
の
協
力
に
つ
い
て
、
駐
屯
地
担
当
地

区
支
部
長
グ
ル
ー
プ
毎
に
調
整
会
議
を
実
施
し
た
。

今
後
、
隊
員
家
族
と
の
顔
合
わ
せ
の
実
施
率
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

後
段
は
、
県
事
務
局
か
ら
①
会
勢
拡
大
②
部
隊
研
修
、
③

会
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
隊
友
新
聞
のW

eb

化
関
連
に

つ
い
て
報
告
し
、
支
部
長
等
と
意
見
交
換
し
た
。

①
会
勢
拡
大

昨
年
度
〜
来
年
度
に
か
け
て
自
衛
官
の
定
年
延
長
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
新
規
入
会
者
は
非
常
に

令
和
六
年
度
「
理
事
役
会
・

前
期
支
部
長
会
議
」
開
催

令和６年９月 第７６号隊友千葉だより

そ
れ
か
ら
四
年
が
経
過
し
た
三
年
前
、
空
担
当
番
が
来
た

時
、
再
度
支
部
長
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
事
務
局
要
員
と
で

組
織
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
支
部
長

を
進
ん
で
や
ろ
う
と
は
誰
し
も
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
が
、
順

番
な
ら
、
短
期
間
な
ら
、
楽
な
ら
、
犠
牲
的
精
神
で
引
き
受

け
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
一
人
物
が
長
期
に
務
め
る
と
、
次
が
難
し
く
な
る
の
は

当
然
で
す
よ
ね
。
「
支
部
長
２
年
交
代
制
」
を
試
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

地本から隊友会への依頼事項
（地本資料から抜粋）

① 志願者情報の提供
② 対象者情報の提供
③ 地域の募集に係わるキーパーソンの情報提供
（一例：学校教員、青少年のスポーツ指導者）

④ 募集事務所等の実施する広報活動への協力
（駅前等での市街地広報、各種イベントの協力）

⑤ 募集ポスター等の掲示が可能な場所の情報提供
⑥ 千葉地本SNS（広報発信）のフォロー増大への協力

直接的効果

間接的効果

県
本
部
事
務
局
と
各
支
部
長
が
連
携
し
て
会
員
の
ア
ド

レ
ス
の
把
握
を
進
め
る
。

④
隊
友
新
聞
のw

eb

化
関
連

w
eb

化
の
逐
次
定
着
に
伴
い
、
隊
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
す
る
の
で
新
聞
配
布
は
不
要
で
良
い
会
員
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
今
年
度
に
実
施
。

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
（
七
月
ま
で
の
入
会
者

十
三
名
で
、
千
葉
県
か
ら
の
即
日
入
会
者
五
名
）

今
後
は
、
陸
幕
通
達
「
隊
友
会
の
会
勢
拡
大

に
関
す
る
協
力
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
駐
屯

地
・
基
地
担
当
者
を
中
心
と
し
て
、
各
種
施
策

を
推
進
し
て
新
規
入
会
者
を
確
保
し
た
い
。

ま
た
、
定
年
退
職
し
て
か
ら
数
年
後
に
入
会
さ
れ

る
方
も
少
な
く
な
い
の
で
、
会
員
各
位
の
周
囲

へ
の
声
掛
け
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
隊
員
の
入
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
も
検
討
。

②
部
隊
研
修

３
／
四
又
は
４
／
四
半
期
に
海
上
自
衛
隊
下

総
航
空
基
地
で
の
研
修
の
方
向
で
調
整

③
会
員
の
ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

本
部
か
ら
ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
議
決
権
行
使

等
に
関
し
て
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

-2-

【
支
部
長
・
理
事
役
の
交
代
】

新

船
橋
支
部
長
：
高
橋
満
人

（
Ｒ
６
・
７
～
）

新

成
田
支
部
長
：
岡
村
浩
幸

（
Ｒ
６
・
８
～
）

新

理
事
役

：
光
菅
ま
り
子
（
Ｒ
６
・
４
～
）

長
き
に
亘
っ
て
の
ご
活
躍
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任

浦
安
支
部
長

吉
岡 

誠

鎌
ヶ
谷
支
部
長

坂
本

祥
貢

←
千葉地方協力本部
募集課長 田中２佐
のブリーフィング

→
家族支援協力
の調整会議

ＩｎｓｔａｇｒａｍXFacebook
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【
手
賀
沼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
】

主
催
：
手
賀
沼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
実
行
委
員
会

主
管
：
柏
市
・
我
孫
子
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会

後
援
：
千
葉
県
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
、
千
葉
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
他
、

大
会
名
誉
会
長

熊
谷
知
事

副
名
誉
会
長

太
田
柏
市
長

星
野
我
孫
子
市
長

大
会
会
長

浜
田
県
議

副
会
長

千
葉
県
隊
友
会

永
岡
沼
南
支
部
長 

他

大
会
実
行
委
員

千
葉
県
隊
友
会

河
西
監
事
役 

他

事
務
局

千
葉
県
隊
友
会
沼
南
支
部

垣
内
氏 

他

実
行
委
員

海
自
下
総
基
地
隊
員
多
数 

手
賀
沼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
今
年
で
１
７

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
大
会
も
、
「
よ
み
が
え
れ

手
賀

沼
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
令
和
６
年
８
月
２
５
日

（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
賀
大
橋
付
近
の
手
賀
沼
湖
畔
で
「
水
泳
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル
」
「
自
転
車
４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
１

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」
の
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

沼
南
支
部
は
、
第
１
回
大
会
か
ら
支
援
に
当
た
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

今
回
も
永
岡
支
部
長
（
大
会
副
会
長
）
と
河
西
監
事
役

（
大
会
実
行
委
員
）
他
会
員
１
５
名
と
阿
比
留
柏
市
部
長

（
大
会
顧
問
）
他
６
名
及
び
小
渡
監
事
役
役
（
松
戸
支
部
会

員
）
合
計
２
３
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

早
朝
、
４
時
３
０
分
我
孫
子
市
役
所
駐
車
場
に
集
合
し
、

選
手
の
車
両
を
専
用
駐
車
場
へ
誘
導
を
皮
切
り
に
バ
イ
ク

コ
ー
ス
の
警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。
前
日
の
大
会
準
備
作
業

及
び
当
日
と
も
猛
暑
の
中
の
、
全
員
無
事
に
任
務
を
終
え
１

１
時
３
０
分
散
会
し
ま
し
た
。

【
寄
稿
】

手
賀
沼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
大
会
を
支
援
し
て

（
沼
南
支
部
）

大
会
は
、
大
会
名
誉
会
長
熊
谷
県
知
事
（
代
理
黒
野

嘉
之
副
知
事
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
大
会
名
誉
副
会
長

太
田
柏
市
長
・
星
野
我
孫
子
市
長
挨
拶
に
続
き
大
会
会

長
浜
田
県
議
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
来
賓
の
桜

田
・
松
本
衆
議
院
議
員
の
挨
拶
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

初
心
者
に
易
し
い
緩
や
か
な
コ
ー
ス
や
お
手
ご
ろ
な
参

加
費
な
ど
、
希
望
者
が
多
く
、
今
で
は
人
気
の
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
選
手
を
目
の
前
に
臨
場
感
の
あ
る
応

援
が
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。

今
回
も
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
個
人
参
加
者
３
４
３
名
及
び

リ
レ
ー
３
０
組
（
９
０
名
）
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ラ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
２
名
が
ス

タ
ー
ト
１
０
分
前
か
ら
ガ
イ
ド
２
名
を
伴
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
１
位
は
千

葉
県
か
ら
参
加
し
た
星
大
樹
（
３
５
歳
）
選
手
で

総
合
記
録
は
１
時
間
１
０
分
５
８
秒
で
前
前
回
に

引
き
続
い
て
４
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

参
考

手
賀
沼
は
、
千
葉
県
北
西
部
に
位
置
し
、
か
つ

て
は
鰻
、
鯉
、
鮒
、
わ
か
さ
ぎ

等
の
漁
業
の
宝

庫
と
し
て
、
ま
た
、
志
賀
直
哉
等
の
白
樺
派
の
文

人
が
手
賀
沼
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
居
を
構
え

創
作
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
首

都
近
郊
の
都
市
化
の
発
展
と
と
も
に
汚
染
さ
れ
、

全
国
湖
沼
ワ
ー
ス
ト
１
ま
で
汚
染
が
進
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
国
・
県
・
関
係
自
治
体
の
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

が
開
催
で
き
る
環
境
に
改
善
（
現
在
ワ
ー
ス
ト

５
）
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
大
会
の
開
催
は
、

手
賀
沼
の
更
な
る

水
質
浄
化
啓
発
に

大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

沼
南
支
部

事
務
局
長

河
西

伸
人

穂積大会会長と沼南・柏支部会員
（中央：穂積会長 右：永岡沼南支部長 左：阿比留柏支部長）

手賀沼でのスイム競技

柏市
手賀沼

沼南地区
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千
葉
若
葉
支
部
は
千
葉
市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
千
葉
市

の
行
政
六
区
の
中
で
最
も
大
き
い
面
積
を
持
つ
人
口
十
四
万

の
若
葉
区
に
有
り
、
会
員
数
は
約
一
〇
七
名
で
す
。
区
の
西

端
に
あ
る
中
核
駅
「
都
賀
駅
」
の
周
辺
に
、
高
射
特
科
部
隊

の
メ
ッ
カ
で
あ
る
「
高
射
学
校
」
が
存
在
す
る
下
志
津
駐
屯

地
が
有
り
、
多
く
の
会
員
が
在
籍
し
、
駐
屯
地
及
び
隊
友
会

行
事
の
準
備
・
参
加
等
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
区
役
所

な
ど
の
公
共
施
設
が
集
中
し
て
お
り
、
総
武
線
「
都
賀
駅
」

か
ら
若
葉
区
内
を
走
る
モ
ノ
レ
ー
ル
に
都
賀
駅
で
乗
り
換
え

る
こ
と
に
よ
り
、
１
時
間
前
後
で
「
東
京
駅
」
に
到
着
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
都
心
に
通
勤
す
る
の
に
は
交
通
の
便
の

良
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
都
賀
駅
近
く
は
「
千
葉
市
動
物

公
園
」
が
有
り
全
国
的
に
も
有
名
な
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の

「
風
太
」
君
が
飼
育
さ
れ
て
い
て
、
都
心
か
ら
多
く
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
桜
木
駅
近
く
に
は
縄
文

時
代
か
ら
続
く
長
い
歴
史
を
持
つ
、
若
葉
区
を
代
表
す
る
世

界
最
大
級
の
貝
塚
で
あ
る
「
加
曾
利
貝
塚
縄
文
遺
跡
公
園
」

が
有
り
、
隣
接
し
て
「
千
葉
護
国
神
社
」
が
有
り
ま
す
、
ま

た
日
本
さ
く
ら
名
所
一
〇
〇
選
に
選
ば
れ
た
「
泉
自
然
公

園
」
が
東
部
地
区
に
存
在
し
ま
す
。
「
加
曾
利
貝
塚
公
園
」

に
は
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
石
器
・
土
器
や
復
元
さ
れ

た
竪
穴
式
住
居
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
「
護
国
神
社
」
に
は

幕
末
の
戊
辰
の
役
以
降
の
千
葉
県
関
係
の
殉
国
者
の
御
霊
を

「
護
国
」
の
神
と
し
て
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

千
葉
若
葉
支
部

千葉若葉支部長
生見 時久（筆者）

夷
隅
支
部
は
、
平
成
二
十
四
年
に
支
部
長
募
集
が
行
わ
れ

た
の
を
き
っ
か
け
に
支
部
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

二
十
名
に
満
た
な
い
小
さ
な
支
部
で
す
が
、
高
橋
支
部
長
を

中
心
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
の
年
度
初
め
に
、
管
轄
地
域

の
二
市
二
町
（
い
す
み
市
、
勝
浦
市
、
御
宿
町
、
大
多
喜

町
）
の
首
長
と
防
災
担
当
者
、
災
害
時
の
担
当
で
あ
る
陸
上

自
衛
隊
高
射
学
校

高
射
教
導
隊
第
三
一
〇
高
射
中
隊
の
中

隊
長
、
隊
友
会
夷
隅
支
部
に
よ
る
三
者
面
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
各
自
治
体
と
自
衛
隊
と
の
連
携
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
防
災
訓
練
開
催
や
自
衛
隊
か
ら
各
市
町

へ
の
要
望
提
出
、
体
制
強
化
な
ど
具
体
的
な
効
果
が
表
れ
て

お
り
、
地
域
防
災
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
事
が
出
来
て

い
ま
す
。
ま
た
、
首
長
は
じ
め
行
政
組
織
の
人
事
は
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
が
、
隊
友
会
が
入
り
毎
年
面
談
を
行
う
事
に
よ

り
、
途
切
れ
る
事
の
な
い
交
流
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

他
に
も
、
令
和
五
年
度
に
は
、(

一
社)
日
本
安
全
保
障
戦
略

研
究
所
副
理
事
長
で
、
元
陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
長
の
樋
口

譲
次
先
生
を
お
招
き
し
、
「
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

い
す
み
市
長
や
行
政
関
係
者
、
地
元
選
出
の
小
路
正
和
県
議

や
各
市
議
、
一
般
の
方
含
め
六
十
名
を
超
え
る
参
加
者
に
よ

な
お
徳
川
家
康
が
鷹
狩
の
た
め
に
作
っ
た
御
成
街
道
沿
い

に
は
昭
和
の
頃
、
宮
内
庁
に
和
菓
子
を
も
っ
て
ご
奉
仕
し
て

い
た
「
菊
園
」
が
有
り
今
も
贈
答
品
と
し
て
皆
様
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
御
成
街
道
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

と
し
て
、
ほ
ぼ
毎
日
走
っ
て
い
て
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
や
、
冨

里
ス
イ
カ
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
コ
ー
ス
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

支
部
の
活
動
は
活
発
と
は
言
い
難
く
、
県
隊
友
会
等
の
主
催

す
る
事
業
へ
の
参
加
や
情
報
の
連
絡
等
の
限
ら
れ
た
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
駐
屯
地
の
行
事
・
整
備
や
護
国
神

社
の
整
備
協
力
等
に
少
し
で
も
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る

雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夷
隅
支
部

る
活
動
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
度
も

開
催
予
定
で
す
の
で
、
多
く
の
一
般
の
方
に
ご

参
加
頂
き
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
共

に
、
新
隊
員
募
集
に
繋
げ
る
機
会
と
し
て
参
り

ま
す
。

夷
隅
支
部
副
支
部
長

久
我

司

担任部隊長のいすみ市長訪問支援
夷隅支部副支部長 久我 司（筆者 右奥）

【千葉県隊友会事務局】
〒260-0042
千葉市中央区椿森1丁目26-9

コンラッドビル4階
電 話：043-306-2095
ＦＡＸ：043-306-2096

Eメール
chibataiyuu@angel.ocn.ne.jp
ホームページ
http://www.chibataiyuu.com/
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